








1992 年 3 月　日本体育大学体育学部体育学科卒業
1992 年 4 月　日本体育大学体育学部体育学科助手
1994 年 4 月　霞ヶ浦高等学校保健体育教諭
1998 年 4 月　和歌山県教育委員会保健体育課体育指導員
2000 年 4 月　早稲田大学レスリング部専任コーチ
2005 年 4 月　ＮＰＯ法人ワセダクラブレスリング指導員
2010 年 4 月　早稲田大学レスリング部ヘッドコーチ
2011 年 4 月　ヤマハ発動機ジュビロレスリングコーチ
2016 年 9 月　東京五輪レスリング日本代表中重量級コーチ
2017 年 4 月　早稲田大学レスリング部専任監督
【競技歴】
1994 年　世界選手権大会　フリースタイル 74kg 級　第 6 位
1994 年　広島アジア大会　フリースタイル 74kg 級　銀メダル
1995 年　世界選手権大会　フリースタイル 74kg 級　第 7 位














































人戦でも 8 階級中 6 階級を制し，まさに霞ヶ浦旋
風を巻き起こした．
２．日体大での思い出（選手生活の思い出）


































権大会で 6 位に入賞，10 月広島で開催されたア
ジア大会では銀メダルを獲得．世界で勝てる自信
がついた年であった．


























グランドでかえされ，0 － 5 で敗戦．この試合の
負けにより敗者復活戦にまわった．敗者復活１回
戦ではマケドニア選手に判定勝ち，敗者復活 2 回
















クにまわり 1 点獲得，1 － 2 でラスト 1 分，タッ











試合では，序盤 0 － 2 とリードされるが，タッ
クル，ローリングとポイントを重ね逆転，相手も



























































また，2005 年 7 月より，地域の子供達を対象
としたレスリング教室を立ち上げると同時にダウ
ン症児・自閉症児の子供達を対象としたレスリン
グ教室を開校した．この教室は，障がいをもった
子供たちに身体を動かす機会を作るため立ち上げ
た．今現在の在籍数は 20 名を超え，京都八幡・
神奈川大楠・福島いわきにも同様の教室があり，
年 2 回大会を開催している．
５．後輩に一言
中学時代，受験に失敗した私は「全力で取り組
む」「絶対諦めない」ことを学んだ．それまでの
私は，何事も中途半端で投げ出しており，「何と
かなるわ」といった軽い気持ちでいた．しかし．
この受験の失敗から，最後まで諦めずに全力で取
り組むことの大切さを学び，それからはレスリン
グの練習で妥協しなかった結果がオリンピック銅
メダルに結びついた．
今日に至るまで，幼少時代・高校時代・大学時
代・全日本時代に多くの仲間に支えられてきたの
で，人間関係の繋がりと仲間の大切にする生き方
をしてもらい，最後まで諦めない気持ちと仲間を
大切にすること 2 点を若い世代に伝えたい．
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